
Ⅰ．放射性同位元素教育研究部 

生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基

礎・応用研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる、法令に基

づいた放射線の安全取扱いについての教育を定期的に行うとともに、学内の放射線施設

である放射光科学研究センターや、全国共同利用施設である SPring-8 などの利用者の

ための放射線業務従事者登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわ

たり、ゲノム解析、生体機能解析、標識化合物の利用、環境関連研究、メスバウアー分

光、放射線の物理的、工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また

環境放射能やＲＩ排水管理における生物学的解析を行っている。 

支援業務として、放射線・放射性同位元素を利用した先端的研究分野の紹介として「Ｒ

Ｉセミナー」を開催している。平成２０年度はＲＩセミナーを２度開催した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１．施設の利用状況 

【ＲＩ施設の利用状況】 

放射線を利用するにはいずれかの放射線施設で放射線業務従事者として登録し、法律

に基づいて管理された施設（管理区域）で使用することが義務づけられている。当部門

では全学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験スペースを提供し、希望

者には放射線測定器を貸し出すなどのＲＩ研究の支援を行っている。この他にＲＩ利用

に関する問い合わせには教職員が対応している。 

平成２０年度の登録・施設利用状況は以下のとおりである。 

 

部局別から見た登録者数の割合および登録者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部局別割合 人数 

理・附属施設 274 

先端研 77 

工学・総科・生生 31 

文・教育・医歯薬学 4 

ｾﾝﾀｰ等 47 

計 433 

Lane 1 : 下水道（1 月採水） 
Lane 2 : 下水道（2 月採水） 
Lane 3 : 角脇調節池（1 月採水） 
Lane 4 : 角脇調節池（2 月採水） 
Ｍ ：DGGE Marker II 

（16S rDNA V3−V5 領域を増幅） 

環境水中の微生物のＤＧＧＥ解析 

1 2 3 4 M 

ＲＩ実習 

平成20年度部局別登録者の割合
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【利用申請者と研究テーマ】 
当部門施設利用者 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科    

  井上 克也 
動的電子状態を有する鉄化合物のメスバウアースペクトルを用いた
解析 

18 

  鈴木 賢一 脊椎動物の発生現象の解明 2 

  細谷 浩史 細胞分裂メカニズム解明に関する研究 11 

  植木 龍也 
スジキレボヤ硫酸イオン輸送体を導入したカエル卵母細胞による硫
酸イオンの取り込み実験 

1 

  高橋 陽介 植物伸長生長制御機構／光合成細菌の嫌気呼吸系の転写制御機構 16 

  鈴木 克周 超生物界間 DNA 輸送系の研究 13 

  高橋 嘉夫 ＲＩトレーサー法を用いた環境中の微量元素の移行挙動解析 4 

  泉 俊輔 植物細胞の化学ストレス応答の解析 3 

  山本 卓 ウニ初期胚における遺伝子発現調節機構の研究 7 

  坂本 敦 形質転換植物の分子形質発現解析 1 

  井出 博 DNA損傷に対する修復機構の分子生物学的研究 12 

  楯 真一 蛋白質・核酸のＸ線結晶構造解析 6 

理学研究科附属 
両生類研究施設 

  

  矢尾板 芳郎 両生類の変態の分子機構 3 

  鈴木 厚 形態形成の分子機構 3 

  古野 伸明 卵成熟の分子機構解析、卵形成 1 

  三浦 郁夫 両生類の性決定と色彩発現 1 

  高瀬 稔 両生類ホルモン作用機構の解明 1 



  倉林 敦 
mtDNA の構造に基づく無尾両生類の種分化ならびに高次分類群の系
統関係 

1 

文学研究科    

  奥村 晃史 放射性炭素同位体年代測定 1 

先端物質科学研
究科 

   

  山田 隆 植物細胞の分子生物学的研究 3 

  木梨 陽康 
放線菌線状プラスミド pSLA2-Lにコードされた抗生物質生合成遺伝
子群の機能解析 

5 

  上野 勝 テロメアの機能解析 7 

工学研究科    

  静間 清 環境中のラドンおよび娘核種の測定／IPを用いた線量分布測定  3 

  金田一 智規 MAR-FISH 法を用いた環境微生物の機能解析 6 

  硲 隆太 環境放射線計測＆同位体分離 1 

生物圏科学研究
科 

   

  矢中 規之 ビタミンＢ６による遺伝子発現調節 19 

総合科学研究科    

  斎藤 祐見子 脳内摂食受容体分子 MCH1Rの活性制御機構 2 

医歯薬学総合研
究科 

   

  太田 茂 
ヒト肝細胞を有するキメラマウスの医薬品開発における有用性の研
究 

1 

自然科学研究支
援開発センター 

  

  山下 一郎 遺伝子発現の調節研究 2 

  中島 覚 金属錯体の構造と電子状態の研究 4 

  稲田 晋宣 放線菌の転写因子についての研究 1 

  松嶋 亮人 
植物培養細胞を用いた不斉合成ー植物由来の酸素を用いたエノン類
の不斉還元反応の解明 

1 

理学部    

  中野 敏彰 ラジオアイソトープ取扱の講習と基本操作の実習 38 

 

他施設利用者 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科   

 杉立 徹 高エネルギー原子核衝突実験 24 

 深沢 泰司 高エネルギー宇宙・素粒子実験 17 

 黒岩 芳弘 誘電体結晶の相転移の研究 11 

 田中 健一郎 内殻励起化学反応 11 

 谷口 雅樹 放射光を用いた強相関物質の光電子分光 19 

 平谷 篤也 シンクロトロン放射光を用いた光化学反応の研究 7 

 圓山 裕 放射光を用いた電子物性研究 11 

 井上 克也 キラル磁性体／マルチフェロイクス化合物の構造と物性 18（18） 



 田林 清彦 放射光を用いた内殻励起気体分子の光化学反応の研究 9 

 石橋 孝章 表面界面の分光学的研究 2 

 安東 淳一 高圧力下での鉱物物性 1 

 北川 隆司 X 線回折実験 1 

 高橋 嘉夫 環境中での微量元素の存在状態に関する研究 19（4） 

 井出 博 DNA損傷に対する修復機構の分子生物学的研究 2（2） 

 楯 真一 蛋白質の X線構造解析，VUV-CD開発 7（6） 

 谷口 研至 キク科植物の分子細胞学的研究 2 

 安井 金也 微化石のマイクロＣＴ解析 1 

教育学研究科   

 蔦岡 孝則 希土類金属間化合物の中性子回折 2 

先端物質科学研

究科 
  

 世良 正文 強相関電子系の物理 6 

 高畠 敏郎 遷移金属酸化物及び希土類化合物 8 

 高橋 徹 加速器を用いた素粒子実験 10 

 岡本 宏己 ビーム物理の研究 8 

 高萩 隆行 金属・半導体材料の構造解析と精密制御に関する研究 3 

 宮崎 誠一 高誘電率ゲート絶縁膜の構造評価 6 

 梶山 博司 ディスプレイ材料の研究 3 

 黒田 章夫 細菌のポリリン酸代謝制御機構の解明 7 

 土屋 英子 酵母を用いた細胞生物学的研究 6 

 平田 大 細胞形態形成に関する研究 5 

 上野 勝 テロメアの機能解析 1(1) 

放射光科学研究

センター 
  

 生天目 博文 高電子分光による物性研究 6 

 堀 利匡 放射光源の高度化に関する研究 4 

産学連携センタ

ー 
  

 吉田 総仁 高分子結晶化観察 他 3 

先進機能物質研

究センター 
  

 小島 由継 高容量ナノ複合水素貯蔵物質の創製 17 

自然科学研究支

援開発センター 
  

 梅尾 和則 低温高圧下における希土類化合物の磁性 1 

 齋藤 健一 強光子場を用いたナノ構造体の創製とその光物性 7 

宇宙科学センタ

ー 
  

 川端 弘治 高エネルギー宇宙・素粒子実験 1 

（ ）内は、当部門施設利用者数（内数） 



【当部門の主な設置機器】 
 

◆ 放射線測定・防護機器 

ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ半導体検出器 １台 

2πｶﾞｽﾌﾛｰｶｳﾝﾀ １台 

低ﾊﾞｯｸ液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ ３台 

ﾌﾟﾚｰﾄ用液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

ｵｰﾄｳｪﾙｶﾞﾝﾏｶｳﾝﾀ ２台 

ｼﾘｺﾝ･ﾘﾁｳﾑ半導体検出器 １台 

ﾗﾋﾟｯﾄﾞｶｳﾝﾀ ７台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β線） ２６台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β/γ線） ６台 

ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ５台 

電離箱式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ３台 
3H/14C ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 
125I測定用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

可搬型ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾍﾟｸﾄﾛｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

α/β線用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

ﾊﾝﾄﾞﾌｯﾄｸﾛｽﾓﾆﾀ ２台 

ﾄﾞﾗﾌﾄ １８台 

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ １台 

ﾄﾘﾁｳﾑｶﾞｽ動物実験ﾌｰﾄﾞ １台 

ﾀﾞｽﾄｻﾝﾌﾟﾗ ３台 
3H/14C捕集装置 １台 

 

 

◆ 放射線分析・解析機器 

ﾗｼﾞｵｸﾛﾏﾅｲｻﾞ(TLC ｱﾅﾗｲｻﾞ) １台 

ｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ（BAS2000） １台 

ｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ（BAS1800 II） １台 

ﾏﾙﾁｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ(STORM) １台 

ﾒｽﾊﾞｳｱｰ分光分析装置 １式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 汎用研究機器 

分光光度計 １台 

蛍光分光光度計 １台 

蒸留水製造装置 １台 

超純水製造装置 １台 

製氷機 １台 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ １台 

自動現像機 １台 

高速冷却遠心機 １台 

超遠心機 １台 

低速冷却遠心機 １台 

微量高速冷却遠心機 １０台 

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ １１台 

ﾊｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｾﾞｰｼｮﾝｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ ３台 

恒温振とう水槽 １１台 

低温恒温槽 １台 

小型恒温水槽 ３台 

ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ １台 

ｹﾞﾙ乾燥器／水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ３台 

倒立位相差蛍光顕微鏡 １台 

ｹﾞﾙ撮影装置 １台 

蛍光・発光画像撮影装置 １台 

凍結乾燥機 １台 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ ２台 

小型ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ３台 

水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ４台 

DCode 微生物群集解析ｼｽﾃﾑ １台 

ｼﾞｪﾈﾃｨｯｸｱﾅﾗｲｻﾞ（ABI-310）  １台 

安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ １台 

二次元電気泳動装置 １台 

 

 

◆ 飼育・培養機器 

動物用ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞﾗｯｸ ２台 

遠赤外線動物乾燥装置 １台 

光照射振とう培養機 １台 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ １台 

CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ ２台 



Ⅰ－２．教育研究活動 
放射線利用は様々な法律により厳しく規制されており、利用者はこれらの法律を遵守して使

用しなければならない。利用には教育訓練の受講や健康診断の受診、厳しく規制された管理区

域での使用及びその施設の維持管理などが法律により定められている。当部門は放射性同位元

素及び放射線を用いた生命科学や物質科学の基礎・応用研究を推進するための支援、学内や周

辺環境の環境保全を達成するために、当部門の施設管理、学内放射線施設から出されるＲＩ排

水の管理、ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査など、広島大学の構成員が放射線を安全

に利用できるように、法令の遵守、施設の維持・管理等の総合的な実務を担当している。 
 

【教育訓練】 
放射線を利用する者はいずれかの放射線取扱施設で放射線業務従事者として登録し、健康診

断の受診、教育訓練の受講等が法律で義務づけられている。当部門では学内の放射線業務従事

者に対して、法律で定められた教育訓練及びその支援等を行っている。この他に放射線利用に

関する教育の一環として理学部生物科学科三年生のＲＩ実習の支援も行っている。 

平成２０年度の当部門の活動状況は以下のとおりである。 

 ４／４ 第１回教育訓練  （継続登録者対象） １名 

 ４／７ 第２回教育訓練  （新規登録者・外国人対象） ４名 

 ３／６・４／１４ 第３回教育訓練  （新規登録者対象） １名 

 ４／１４ 第４回教育訓練  （新規登録者対象） ３３名 

 ４／１７ 第５回教育訓練  （新規登録者対象） ４２名 

 ４／２１ 第６回教育訓練  （継続登録者対象） ２５５名 

 ５／１３ 第７回教育訓練  （新規登録者対象） １０名 

 ５／２１ 第８回教育訓練  （継続登録者対象） ２８名 

 ５／２１ 第９回教育訓練  （継続登録者対象） １２名 

 ６／２４ 第１０回教育訓練 （継続登録者対象） ２４名 

 ６／２５ 第１１回教育訓練 （新規登録者対象） １７名 

 ６／２５ 第１２回教育訓練 （新規登録者対象） １名 

 ８／２９ 第１３回教育訓練 （継続登録者対象） １名 

 １０／３ 第１４回教育訓練 （新規登録者対象） ９名 

 １０／２３ 第１５回教育訓練 （継続登録者対象） ６名 

 １１／１１ 第１６回教育訓練 （継続登録者対象） ２名 

 １２／１８・１９ 第１７回教育訓練 （新規登録者対象） ３８名 

 １２／１８・２２ 第１８回教育訓練 （新規登録者対象） １名 

 １／２８ 第１９回教育訓練 （継続登録者・外国人対象） １名 

 ３／２ 第２０回教育訓練 （継続登録者対象） １名 

 
 
 
【ＲＩ実習】 

 １２／１８（教育訓練） 学部３年生（理学部生物科学科 学生実習） ３９名 

 １２／１９（ＲＩ実習） 学部３年生（理学部生物科学科 学生実習） ３８名 

 
【ＲＩ教育訓練支援】 
講師派遣（学内） 
５／１・２３ 医歯薬学総合研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援 （中島・稲田） 
５／１０ 総合科学研究科・生物圏科学研究科の教育訓練支援 （中島） 
５／１０ 工学研究科放射線総合実験室の教育訓練支援 （中島） 

 



講師派遣（学外） 
５／９ 放射線業務従事者のための教育訓練講習会（新規教育・再教育） 

 主催：（社）日本アイソトープ協会 放射線取扱主任者部会 中国･四国支部 
 （広島大学広仁会館） （中島・稲田） 

 

【ＲＩセミナー】 

放射線に対する幅広い知識提供と研究・技術の情報交換を行い、有益な放射線利用の啓発を

行うことで放射線の安全利用を促し、さらに様々な分野の研究における情報提供を行うことで、

全学の研究支援と教育活動を推進することを目的とし、平成１３年度より学内外の先生を講師

として招き、全学を対象としたＲＩセミナーを開催している。これは学生に対する教育活動も

目的としており、五研究科合同セミナーとしている。本年度は以下のとおりに開催した。 
 

第１２回 平成２０年１１月 ７日 
演題：「放射性核種の環境動態研究」 
講師：百島則幸（九州大学アイソトープ総合センター） 
座長：中島 覚（広島大学自然科学研究支援開発センター） 

 
第１３回 平成２１年１月２３日 

演題:「Biological control of post-harvest fruit diseases by indigenous 

microorganisms」 
講師：Devika M.de Costa（Peradeniya大学） 
演題：「大深度地下微生物を利用した地下資源開発技術の開発と将来展望」 
講師：藤原和弘（中外テクノス(株)） 
座長：稲田晋宣（広島大学自然科学研究支援開発センター） 
世話人：鈴木克周（理学研究科 生物科学専攻） 

 
【三次被ばく医療推進事業への協力】 

広島大学は、平成１６年３月に、西日本ブロックの「地域の三次被ばく医療機関」に選定さ

れ、緊急被ばく医療推進センターが設置された。アイソトープ総合部門のメンバーは平成１７

年度より広島大学緊急被ばく医療推進センターの協力者となった。平成２０年度は、県の防災

訓練や病院の除染訓練、セミナー等に講師やオブザーバーとして参加し、講演や技術指導を行

った。内容は以下のとおり。 

 １０月９日 平成２０年度佐賀県緊急被ばく医療対策講習会 
 １１月１９日、２０日 平成２０年度佐賀県原子力防災訓練 
 １２月３日～５日 第３回緊急被ばく医療セミナー（広島大学） 
 ２月４日 広島赤十字・原爆病院での除染訓練 
 

【バーチャルリアリティを利用した教育訓練および教育訓練実習】 

放射線業務従事者は、初めて放射線を扱う前に、教育訓練を受けなければならない。教育訓

練受講後は放射線の取扱が可能となるが、教育訓練では放射線を扱う上で基本から実践的な部

分を考慮し、内容に関して様々な創意・工夫を行うことが必要である。 

当部門では、当施設使用者及び広島大学構成員を対象に教育訓練を行っており、この中でバ

ーチャルリアリティを利用した項目（RIET、ソフトキューブ（株））を設けている。これは、

特に汚染などの危険性の高い非密封線源の利用を例として、パソコン上で、施設利用から、非

密封線源の取扱や測定、緊急時の対応などを行うことで、利用者に実践的な知識を身につける

ことを目的として行っている。 

この他に、当施設の新規利用者を対象に、外部被ばく防止の三原則、放射線測定など放射線

利用における基礎となる部分について教育訓練実習を行い、利用者の意識とより実践的な教育



訓練を目指し、内容の充実に努めている。教育訓練実習の開催内容は以下のとおり。 

 ４／１８ 第１回教育訓練実習 ９名 

 ４／１８ 第２回教育訓練実習 １名 

 ５／１６ 第３回教育訓練実習 １名 

 ６／２６ 第４回教育訓練実習 ６名 

 ７／１６ 第５回教育訓練実習 ２名 

 １０／２８ 第６回教育訓練実習 １名 

 

【理学部化学科新入生対象見学会】 

理学部化学科では、新入生のオリエンテーションの一環として、新入生野外研修・見学会を

行っている。当部門では、この見学会に協力し、理学部化学科の新入生を対象とした見学会を

行っている。平成２０年度は４月１２日に見学会を行った。 

 

【理学部化学科学生実験の支援】 

理学部化学科三年生の化学実験のうち、放射線反応化学研究グループ担当分の一部支援を行

った。 

 

【地域貢献事業】 

平成１９年度より地域貢献事業として、一般の方を対象に霧箱や放射線測定器を利用して宇

宙線や身の回りの放射線を観測する実習を行った。開催内容は以下のとおり。 

１．おもしろワクワク化学の世界‘08広島化学展（ブース出展） 

 開催日時：平成２０年７月２５日～７月２７日 ９：００～１７：００ 

 内容：霧箱の展示、身の回りの放射線の測定、ポスター等を用いた解説を行った。 

 参加人数：４００名程度（全体では３３２６名） 

 主催：日本化学会中国四国支部 

 

２．目で見る放射線実習 

 開催日時：平成２０年８月６日 １３：３０～１６：００ 

 内容：放射線とはどのようなものかを説明する講義を行った後、霧箱を自作して放射線

の観察を行った。また、測定器を用いて身の回りの放射線や自然放射線の測定を行

った。 

 参加人数：２１名 

 後援：東広島市教育委員会 

 協賛：広島県教育委員会、広島大学技術センター 

 

３．霧箱で放射線・宇宙線を見てみよう（広島大学大学祭） 

 開催日時：平成２０年１１月１日 １１：００～１６：００ 

 内容：霧箱によるα線、β線、宇宙線の観察。 

    身の回りの放射線の測定、ウランガラスの展示、解説・紹介用ポスターの展示。 

 参加人数：１０２名 

 共催：日本原子力学会中国・四国支部 

 
【２００８日本放射化学会年会 第５２回放射化学討論会の支援】 

実行委員会委員長および委員として開催の支援を行った。 

 開催日時：平成２０年９月２５日（木） 〜２７日（土） 
 場所：広島大学広仁会館（霞キャンパス） 



Ⅱ．放射性同位元素管理部 
学内や周辺地域の環境保全を達成するために、学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理、

ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排

水だけでなく、東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科、生物圏科学研究科、総合科

学研究科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ、排水処理ののち放流を行っている。これ

は東広島市との協定に基づくものであり、地域社会の環境保全を図る上で、重要な業務となっ

ている。放射性排水の浄化設備、微量放射線測定のための機器を備えており、微量放射能の測

定に関する技術開発も進めている。これらの基礎技術を応用して大気中のダスト、黒瀬川水系

（測定点１０ヶ所）（下写真）等の東広島市における環境放射能の動向調査を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１．放射線管理活動状況 
【各種研修会への参加】 

放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。近年、放射性廃棄物の埋設処分や放

射線障害防止法へのクリアランスの取入れが議論されている。アイソトープ総合部門の教職員

は各種研修会や講習会に出席し、法令改正などに関する最新の動向を調査している。また各種

研修会等に講師として参加し、学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い、このようにして

得た情報を学内の放射線施設管理者へ提供し、さらに、教育訓練等に反映することで、広島大

学の放射線利用における安全管理の向上に努めている。 

 平成２０年度は、日本アイソトープ協会放射線取扱主任者部会が開催する教育訓練講習会に

協力し、学外の放射線利用者に対する安全管理・利用の啓発活動等を行った。さらに、広島大

学緊急被ばく医療推進センターへの支援を行った。 

●全国関連 

◆第３２回国立大学アイソトープ総合センター長会議 

 期日：平成２０年６月５日（木） 〜６月６日（金） 

 場所：東北大学 

 

◆第５回ＪＲＳＭ６月シンポジウム 

 期日：平成２０年６月１２日（木） 〜１３日（金） 

 場所：東京工業大学大岡山キャンパス 

 

◆大学等放射線施設協議会「大学等における放射線安全管理研修会」 

 期日：平成２０年８月２６日（火） 

 場所：東京大学 山上会館 

 

 

黒瀬川等におけるサンプリングポイント 黒瀬川等における全β放射能の変動 



◆第２９２回第１種放射線取扱主任者講習 

 期日：平成２０年１０月６日（月）～１０日（金） 

 場所：（社）日本アイソトープ協会（東京都） 

 

◆佐賀県緊急被ばく医療対策講習会 

 期日：平成２０年１０月９日（木） 

 場所：国民宿舎 虹ノ松原ホテル（佐賀県唐津市） 

 

◆放射線取扱主任者の定期講習 

 期日：平成２０年１０月３１日（金） 

 場所：京都大学 

 

◆佐賀県原子力防災訓練 

 期日：平成２０年１１月１９日（水）～２０日（木） 

 場所：佐賀県唐津市唐津市文化体育館 他 

 

◆平成２０年度主任者部会年次大会（第４９回放射線管理研修会） 

 期日： 平成２０年１１月１２日（水） 〜１４日（金） 

 会場： 中電ホール（名古屋市） 

 

◆日本放射線安全管理学会 第７回学術大会 

 期日：平成２０年１２月３日（水） 〜１２月５日（金） 

 場所：金沢市 金沢歌劇座 

 

◆第３回緊急被ばく医療セミナー 

 期日：平成２０年１２月３日（水）～１２月５日（金） 

 場所：広島大学 広仁会館 

 

◆第１０回「環境放射能研究会」 

 期日：平成２１年３月３日（火） 〜５日（木） 

 場所：高エネルギー加速器研究機構 

 

●地域関連 

◆放射線業務従事者のための教育訓練講習会（新規教育・再教育） 

 期日：平成２０年５月９日（金） 

 場所：広島大学 広仁会館 

 

◆第１５回中国・四国支部主任者研修会 

 期日：平成２０年１０月９日（木） 

 場所：岡山大学創立五十周年記念館 

 

◆平成２０年度放射線安全管理講習会 

 期日：平成２０年１２月５日（金） 

 会場：KKRホテル広島安芸（広島市） 

 

 



◆広島地区緊急被ばく医療協力機関における除染訓練 

 期日：平成２１年２月４日（水） 

 会場：広島赤十字・原爆病院（広島市） 

 

●その他 

◆消防訓練（他部局合同） 

 期日：平成２０年１１月１８日（火） 

 場所：広島大学大学院生物圏科学研究科 

 

【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

 当部門では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるため

に、三ヶ月に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響という

ことから、測定点はぶどう池水の流れ込む角脇調節池および公共下水道との接続部の二箇所と

している。また毎年８月は外部業者と合同で採水・測定を行い、測定値の健全性を確認してい

る。測定はβ線放出核種およびγ線放出核種について行っていて、核種別（3H、14C、32P）のβ

線放出核種の定量には低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタを用い、全β線量の

測定には２πガスフローカウンタを用い、高エネルギーγ線についてはＧｅ半導体検出器を用

い、低エネルギーγ（Ｘ）線の測定にはＳｉ／Ｌｉ半導体検出器を用いて測定している。また、

検出感度の向上のため、全β線および半導体検出器の測定にはサンプルを蒸発乾固させたもの

を測定用サンプルとしている。平成２０年の環境水の放射線量の測定は以下のとおり。 

 通算測定回数  採水年月日  測定完了年月日 測定結果 

 第６０回 Ｈ２０年 ２月２５日 Ｈ２０年 ２月２７日 異常無し 

 第６１回 Ｈ２０年 ５月２６日 Ｈ２０年 ５月２８日 異常無し 

 第６２回 Ｈ２０年 ８月２７日 Ｈ２０年１０月 ８日 異常無し 

 第６３回 Ｈ２０年１１月２５日 Ｈ２０年１２月 ９日 異常無し 

 第６４回 Ｈ２１年 ２月２３日 Ｈ２１年 ２月２５日 異常無し 

 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川に放流されるが、この河川水は水量が少な

くかつ農業用水に利用されるため、東広島市との協定により、排水中に含まれるＲＩの濃度と

法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放流できることになっている。平成

２０年の放流は以下のとおり。 

 処理済槽採水年月日     測定完了年月日     放流年月日     放流水量 

Ｈ１９年 ６月１３日   Ｈ１９年 ６月２８日  Ｈ２０年 ５月３０日  ３６．０ m3 

 

なお、ＲＩ排水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い、法定基準

濃度との比が１０分の１以下であることが確認された。また、放流水の水質が環境基準および

排水基準を満たしていることを、環境安全センターに測定依頼することで確認した。 

 

◆他部局から出たＲＩ排水の受け入れ 

 東広島キャンパスから放流されるＲＩ排水中のＲＩ濃度限度基準を遵守するため、東広島キ

ャンパスからＲＩ排水を放流可能な場所は当部門に限定されている。したがって、当部門では

他部局からＲＩ排水を受け入れている。平成２０年のＲＩ排水の受け入れはない。 

 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

 法令でＲＩを使用した実験で発生する有機廃液のうち、液体シンチレータ廃液に関しては各



事業所での焼却処理が可能であり、当部門においても下記の期間において焼却を行った。 

焼却期間： 平成２０年 ４月 １日〜平成２０年 ４月１０日 

 平成２１年 １月１３日 〜平成２０年 ２月 ５日 

総焼却量：１６９ リットル 

なお、焼却する廃液の濃度は上限濃度目標値以下であり、１日あたり最大１２リットル焼却

を行った。 

 

◆大気中の放射性物質の変動 

 環境保全の一環として行われている水質検査の応用として、平成２０年３月１８日から平成

２１年３月１２日まで、大気中の塵に含まれている放射性物質の測定を行った。 

 サンプリングにはダストサンプラー（SIBATA HV-500F）およびろ紙（ADVANTEC HE-40T φ

105mm）を用い、平均流速500 L/min で 71900 L サンプリングした。放射線の検出にはＧｅ半

導体検出器を用いた。 

 今回示したデータは、トリウム系列核種として Bi-212、ウラン系列核種として Pb-214、ま

た、壊変系列を持たない核種として K-40および宇宙線生成核種のひとつである Be-7について

グラフ化した。これまでと同様に、Bi-212および Pb-214の変動パターンは良い相関を見せ、

１２月から２月にかけて大きく変動していた。また、K-40および Be-7には有意な変化は見ら

れなかった。 

 

Ⅱ－２．施設管理活動状況 
 

【業務報告】 

◆空間線量率測定結果(平成２０年１月～平成２１年３月の平均) 

 

 

（「事業所境界」、「人が居住する区域」、「管理区域境界」は管理区域外、その他は管理区域内） 

測定場所 測定値（平均） 

事業所境界 0.14 μSv/h 

人が居住する区域 0.12 μSv/h 

管理区域境界 0.12 μSv/h 

貯蔵室 0.19 μSv/h 

廃棄物保管室 0.11 μSv/h 

使用施設 0.12～0.15 μSv/h 

代表的な使用室 0.12 μSv/h 



◆表面汚染密度測定結果(平成２０年１月～平成２１年３月の平均) 

 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

作業室  検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

 

管理区域内の表面汚染密度限度は、以下のとおりである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2 

α線を放出しない放射性同位元素 ：４０Bq/cm2 

 

◆ＲＩ保管量（平成２１年３月３１日現在） 

 

核種 個数 
放射能量 
（MBq） 

 核種 個数 
放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 16 1,959.549  Eu-152 （非密封） 2 1.879 

C-14 （非密封） 32 380.607  Ra-226 （非密封） 1 0.016 

P-32 （非密封） 8 34.458     

S-35 （非密封） 1 15.585  Co-57 （密封） 3 1,110.000 

Co-60 （非密封） 1 0.243  Sn-119m （密封） 1 370.000 

I-125 （非密封） 2 3.783  Ra-226 （密封） 1 25.900 

Cs-137 （非密封） 3 0.429  

 

 

◆平成２０年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆平成２０年度ＲＩ廃棄物引渡し量 
 

 

 

 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量 

無機液体 25L・ポリタンク 4 

可燃物 50L・ドラム缶 2 

難燃物 50L・ドラム缶 9 

不燃物 50L・ドラム缶 1 

非圧縮性不燃物 50L・ドラム缶 1 

焼却型ヘパフィルタ 109L 4 

焼却型プレフィルタ 93L 1 

密封線源（Co-57） 370 MBq 1 

核種 購入件数 
放射能量 

（MBq） 

H-3（非密封） 1 9.25 

C-14（非密封） 3 225.7 

P-32（非密封） 35 853.5 

S-35（非密封） 1 40 

I-125（非密封） 2 12.95 

Co-57（密封） 1 370 



◆自主検査 

検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成２０年１１月４日 
点検者：中島、稲田、松嶋、木庭、寺元、山崎 
結果：線源の保管個数、現有数量は１１／１７に確認。測定機器の校正は１１／１８に実施。

ヨウ素の使用量を見直すこととした。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成２１年３月１６日 
点検者：中島、稲田、松嶋、木庭、寺元、山崎 
結果：少し色あせている標識に色テープを貼り、色落ちが激しいものについては張替えを４

／１６までに行った。測定機器の校正は４／１６に行った。 
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